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○国道6号は東京を起点とし、千葉・茨城・福島を経て宮城県に至る総延長359.3ｋｍの南北の幹線道路。
○茨城県内の国道6号では交通需要を勘案しつつ、現道拡幅整備事業やバイパス整備事業が実施され
ており、千葉県境の取手～藤代拡幅、土浦バイパス、水戸バイパス、勝田拡幅の区間では4車線と
なっており、牛久土浦バイパス、千代田石岡バイパス、東海拡幅、大和田拡幅、日立バイパスⅡ期、勿
来バイパスは事業中となっている。

○残る２車線区間のうち、未だ未都計で空港アクセス等の利用により需要拡大が想定される小美玉市内
の区間が本検討の対象区間。

藤代
バイパス

Ｈ17
暫定完成

検討対象区間
小美玉道路（仮称）

茨城町
バイパス

Ｈ12
暫定完成

日立バイパス
Ⅰ期

Ｈ20
暫定完成

取手～藤代
拡幅

S40
完成

土浦バイパス

H29
完成

水戸バイパス

S48
完成

勝田拡幅

S49
完成

榊橋

H19
完成

牛久土浦バイパス
一部暫定2車線

供用中

Ｈ4
着手

千代田石岡
バイパス

Ｈ10
着手

東海
拡幅

Ｈ31
着手

大和田
拡幅

H18
着手

日立バイパス
Ⅱ期

H24
着手

勿来
バイパス

H24
着手

未都計 未都計都決済 未都計都決済

道路

高速道路

国道6号

一般国道（国道6号以外）

上記以外の道路

車線数

2車線

4車線

事業中

小美玉市

石岡市 笠間市

水戸市

茨城町

つくば市

かすみがうら市

土浦市

龍ケ崎市

取手市

つくばみらい市

河内町

利根町

稲敷市

阿見町

美浦村

守谷市

常総市

牛久市

鉾田市
行方市

大洗町

ひたちなか市

那珂市

城里町
常陸太田市

常陸大宮市

東海村

日立市

高萩市
北茨城市

福島県

千葉県

石
岡
小
美
玉
SIC

岩
間
IC

千
代
田
石
岡
IC

友
部
JCT

※都決済みは、事業を実施していない区間を対象に表示
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構想段階の進め方（案）
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計画検討手順

計画検討の発議と
プロセスの明確化

課題の共有と道路
計画の必要性の確認

複数案の設定と
評価項目の設定

複数案の比較評価
（計画段階評価）

概略計画案を選定し
対応方針を決定

コミュニケーション
プロセス

住民・関係者等の
対象範囲の把握

コミュニケーション
手法の選択

段階に応じた
双方向コミュニケーション

の実施

計画策定者
（国）

地元検討会
地元に精通した有識者

県
沿線自治体

国道事務所など

STEP
1

STEP
2

STEP
3

STEP
4

STEP
5

STEP1～4に
ついて助言

関東地方小委員会

STEP4に
ついて審議
（適宜、
STEP1～4

について報告）

【計画策定プロセス】

【委員会・検討会】

今後、関東地方整備局での構想段階の計画策定は下記の体制で進める



計画決定
（概略計画）

国土交通省

関連計画等

各計画策定主体
および

事業等実施主体

プロジェクト検討・調整

事務局
国土交通省、茨城県

審議機関

社整審
関東

小委員会

地元検討会

学識者、国土交通省、
茨城県、沿線市町

立場 役割 主体

①
計画決定主体
（概略計画）

・概略計画の最終的
な計画の決定権者

国土交通省

②
計画検討プロセス
運営調整主体
（事務局）

・計画検討手順を実施
し、概略計画案及び
付帯事項を絞り込む

国土交通省
茨城県
沿線市町

③
助言機関
（地元検討会）

・プロセス運営や
コミュニケーション
への助言

（関東小委と連携）
・技術的観点や地元
まちづくりの視点
から計画内容に関
して助言

学識者
国土交通省
茨城県
沿線市町

④
審議機関
（関東小委）

・公正性等の観点から
プロセス全体を包括
的に関し監督

（地元検討会と連携）
・計画段階評価
（審議）

関東小委員会

⑤ 関連主体
・関連計画等について
の意思決定権者

（方針等を含む）

茨城県
沿線市町

■関連街路
■まちづくり
■環境対策
■交通運用等

助言

地域のみなさま
利用者の方々

意見の把握

①

②

③

④ ⑤

小美玉道路の今後の計画の具体化に向けた検討の実施体制（案）

情報提供

審
議

報
告
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情報の提供
・計画の目的（課題と必要性・効果など）を提示します。課題・効果の把握

対象地域周辺の現状課題の分析や市民意見を踏
まえ、小美玉道路（仮称）の必要性・整備効果を
把握します。

複数案の提示
事業化にあたり、複数のルート帯案を検討・提示す
ることで、より効果的な概略計画を検討します。

みなさまのご意見を踏まえ
「概略計画」をとりまとめます。

小美玉道路（仮称）の、より詳細な計画案を
作成し、都市計画・環境影響評価の手続きを進
めます。

意見の把握
・対象地域周辺で感じている交通課題や道路整備への要望
等の意見を把握します。

（意見聴取の方法） ・ホームページ ・回覧板
・オープンハウス ・アンケート
・ワークショップ
・パンフレット ・広報誌 等

情報の提供
・複数のルート帯案を提示します。

計
画
段
階

意見の把握
・複数のルート帯案に対する意見を把握します。

（意見聴取の方法について今後検討）

構
想
段
階

小美玉道路の構想段階の進め方（案）
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情報の提供
・構想段階の検討に着手することをお知らせします。

情報の提供
・とりまとめ（案）をお知らせします。



小美玉地区検討会を設立
有識者と地元行政関係者で検討会を開催する。

安　　正弘

髙橋　哲

（事務局）国土交通省　関東地方整備局　常陸河川国道事務所　計画課

茨城県　土木部道路維持課　道路保全強化推進室

茨城町　都市建設部長

国土交通省　関東地方整備局　常陸河川国道事務所　副所長

平田　輝満 茨城大学　工学部都市システム工学科　准教授

和田　健太郎 筑波大学　システム情報系　准教授

金谷　和一 小美玉市　都市建設部長

石川　　昭 茨城県　土木部道路維持課　道路保全強化推進室長

鶴井　重則 石岡市　都市建設部長

委員 所属

岡本　直久 筑波大学　システム情報系　教授

国道６号　小美玉道路検討会

委員名簿（案）

国道６号小美玉地区検討会 体制（案）
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